


青木下遺跡1・ 皿正誤表
ページ1行1誤1正
序 20 祭祀遺跡して注目され 祭祀遺跡として注 目され

例言 14 本書第V章 第2節 本書第W章 第8節

凡例 8
H→ 竪 穴住居吐D→ 土坑」止F→ 掘立柱建物」止

P→ ピット

H→ 竪穴住居吐D→ 土坑吐F→ 掘立柱建物吐

P→ ピッ トM→ 溝状遺構

凡例 22 表1Nα1 表1-1

1 第1図 第1図 青 木 下 遺 跡1位 置 図(1:25,000) 第1図 青 木 下 遺 跡1・ 皿 位 置 図(1:25,000)

4 31 横吹き 横吹

6 20 北 国街道(80) 北国 街道(90)

10・11 第4図 D1(Nい4・Nい5グ リ ッ ド) D71

13 7 掘立柱建物」止4基 掘立柱建物」止3基

13 10 土坑吐12基 土坑吐11基

13 13 (追加) 溝5条

13 下か ら9 4条(青 木下遺跡1検 出同一遺構1条) 4条(青 木下遺跡1検 出同一遺構2条)

18 17 竪 穴住居吐が合計11棟 検 出されている。 竪穴住居吐が合計12棟 検 出されている。

37・38 第19図 20-18(茶 色 ・壺) 20-24

178 第134図 第134図H2号 住 居吐カマ ド掘り方実測図 第134図H2号 住居吐出土土器実測図

179 第135図 3黒 褐 色 土(10YR2/3)粘 質 土 。P1覆 土 3黒 褐 色 土(10YR2/3)粘 質 土 。

179 第135図 1暗 赤褐色土(5YR3/4)カ マ ド覆土。 1暗 赤褐色土(5YR3/4)カ マ ド焼土。

182 第140図 <一1 227=1

182 第140図 6赤 褐色土(5YR4/6)粘 質土。カマ ド覆土
'
6赤 褐 色 土(5YR4/6)粘 質 土 。 カ マ ド焼 土

182 第140図
9暗 褐色土(7.5YR3/4)粘 質土。カマ ド掘り方埋土。被熱により変

色。

「
9暗 褐 色 土(7.5YR3/4)粘 質 土 。

182 第140図 12暗 褐色土(10YR3/3)粘 質土。カマ ド覆土。住居吐掘り方埋土。 「2暗褐色土(10YR3/3)粘 質土。住居趾掘 り方埋土。

184 第144図
'

E-F
'

E-E

184 第144図 1 11
■

184 第144図 12 7

184 第144図 7 12

189
'第153図

6黒 褐 色 土(10YR3/2)粘 質 土 。P5・6覆 土 。 6黒 褐 色 土(10YR3/2)粘 質 土 。P5・7覆 土 。
'
190 第155図 7黒 褐色土(10YR3/2)粘 質土。住居掘 り方埋土。 7黒 褐色土(10YR3/2)粘 質土。カマ ド掘 り方埋土。

193 第1表H2住 北壁22南 壁33 北 壁22東 壁33
'
195 第1表H8住 M3、D2に 切 られ る (削除)
'
195 第1表H9住 東 壁10.0西 壁14.0 (削除)

195 第1表 田2住
北 壁13.0東 壁26.0

西 壁24.0南 壁35.0
北 壁16.0東 壁60.0

■

195 第1表H12住 カマ ド東壁中央 (削除)

201 2 合計5基 の溝状遺構 合計6条 の溝状遺構
■

231 第3表
'
P4の 滑石片の欄に3を 記入

■

231 第3表 グリッ ドの滑石片の欄の3を 削除
■

231 第3表 グリッ ドの有孔円板の欄に1を 記入

281 第7表 写真図版80(全 て) 写真図版84
■

282 第7表 写真図版81(全 て) 写真図版85
■

303 39-15(外 面)

黒色処理

ロ縁部:ヨ コナデ

体～底部 ・ヘラケズリ

ロ縁部:ヨ コナデ

体～底部:ヘ ラケズ リ

■303
39-15(内 面) 黒色処理、ヘラミガキ ヘラミガキ

■

309 43-21(内 面)
圷部:黒 色処理

脚部:カ キメ、ヘラケズ リ 裾:ナ デ

脚 部:カ キ メ、 ヘ ラケ ズ リ、

裾:ナ デ

340 108-1 ナデ
ナデ

圷部:黒 色処理
■

358 冒頭 青木下遺跡1・ 東裏遺跡N・ 試掘出土掲載土器観察表 青木下遺跡1・ 皿 ・東裏遺跡IV・ 試掘出土掲載土器観察表

358 233-3 M1 M5
■

358 233-5 M1 M6
■

358 233-6 M5 M6
■

359 第12表 実 測 図No.205(全 て) 実 測 図No.222

359 第12表 実 測 図No.206(全 て) 実 測 図No.223
■

360 No.77 (項 目全て削除)

360 No.78 (項 目全て削除)

362 第229図 6号 トレンチ(図 面上部) 6号 ト レンチa

362 第229図 1号 トレンチ(図 面上部) 6号 トレンチb

写 真図版84 222-54 キ ャプション削除

写真図版87 上段 188-63 188-66

写 真図版87 上段 188-64 188-67

写 真図版87 上段 188-65 188-68

写 真図版87 上段 188-66 188-69

写 真図版87 上段 188-67 188-70

写 真図版87 上段 188-68 188-71

写真 図版87 上段 188-69 188-72

写真 図版87 上段 188-70 188-73

写真 図版87 上段 188-71 188-63
r

写真図版87 上段 i88-72 188-64

写真 図版87 上段 188-73 188-65

写真 図版90 Ut12-77 削除

写真図版90 Ut12-78 削 除 一
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南条遺跡群



Ut2号 土器集積趾



Ut3号 土器集積趾



Ut4号 土器集積趾



Ut5号 土器集積趾



Ut4・7・11号 土 器 集 積 趾



Ut2・3・5・9・12・21号 土器 集積 趾



Ut2・6・9・21号 土 器 集 積 趾



土器集積趾および水田趾



序

坂城町教育委員会教育長 柳澤 哲

坂城町南条鼠宿に位置する青木下遺跡]1の 祭祀遺構は、平成8年6月 下旬、各新聞紙上に 「わが国初の環

状祭祀遺構の 発見」 と題 して大きく掲載 されました。 この発見は、株式会社いせやコーポレーションの店舗

建設にともなう緊急発掘調査によるものでした。現地説明会では650余 名が参加 し、それをまのあたりに し

た見学者は、環状に散乱す る膨大な大小の土器類に目が奪われるとともに、そのすごさ、みごとさに圧倒 さ

れる思いをいだいたと思います。

類稀なる遺跡 ということで、出土品や写真などは報告書刊行前から各地の展覧会で活用いただきました。

地元長野県内の展覧会をはじめ、文化庁主催の"発 掘された日本列島'98考 古速報展"に も展示され、 とく

に速報展は東京国立博物館はじめ、全国7会 場を巡回したことか ら、遺跡の重要性、特異性がいっそう宣伝

されることになり、古墳時代の祭祀遺跡 として今 日なお全国各地か ら注 目を集める遺跡となっております。

こうしたなか、町では平成17年 には合併50周 年を迎え、その記念イベン ト事業のなかで、「古代の祈 り・

願い」の企画展をおこない、環状の状態で発見された祭祀遺構及び出土品を出土 した状態に再現 し、多 くの

方々に遺跡の状態を改めて紹介 しました。また、講演会 もおこない、調査に際 して終始 ご指導をいただいて

いる國學院大學教授椙山林継先生から 「青木下遺跡か ら見た 日本の祭祀」という演題で、青木下遺跡 豆の特

殊性についてお話 していただきました。

ところで、発掘調査以来、その重要性が注 目されたまま、約10年 が経過 しました。 しかし、 この間、そ し

て今なお、青木下遺跡IIの ような環状に土器を配列 した遺跡がみつかったという話は耳にすることはありま

せん。青木下遺跡IIは 、千曲川の自然堤防上か ら後背湿地における当時の祭祀のあり方を考える上で非常に

重要な遺跡です。今後 も国内唯一の祭祀遺跡 して注目され続けるかと思われます。本報告書がこれからの古

墳時代の祭祀研究をはじめとする考古学研究の進展に寄与できれば幸 いと考えております。遺跡の詳細は、

本報告書中に記載 してありますので、参照いただきたいと存 じます。

最後になり、恐縮ですが、株式会社いせやコーポレーション様には発掘調査から報告書作成に係る費用負

担をいただき、また、発掘調査でも期間の延長など種々ご理解 ご協力いただきました。また、作業にあたら

れた方々の献身的な努力によって本報告書が完了することができま した。その他関係機関、各位のご理解ご

協力を得まして、本書刊行の運びとなりましたことに心から御礼申 し上げます。



例 言

1本 書 は長野県埴科郡坂城 町 にお ける店 舗建設 に伴 う青木下遺跡II・ 皿の発掘調査報告書 であ る。

2発 掘調査 は株式会社 いせや コー ポ レー シ ョンよ り委 託を受 け、坂城町教育委員会が実施 した。

3発 掘調査所在地及 び面積

青木下遺跡II長 野県埴科郡坂城 町大字 南条637-7他1区2,342.1m2区1,304㎡

合計3,646.1㎡

青木下遺跡 皿 長野県埴科郡坂城 町大字 南条639-1他732.36㎡

4調 査期 間

青木下遺跡11(現 地調査)平 成8年4月8日 ～11月13日

青木下遺跡 皿(現 地調査)平 成9年12月11日 ～平成10年3月6日

5本 書 の執筆 は助川 ・時信 が行 い、 編集 は助川、 田中、萩 野1が行 った。

6本 書の作成 にあたり、土器分類 については齋藤の分類を基 に時信が再検討 した。実測 ・トレースについ

ては朝倉、天田、齋藤、坂巻、田中、塚田、萩野が行い、関、谷川、千野、中沢が基本台帳入力を行った。

7本 書第V章 第2節 については櫻井秀雄氏 に石製模造品の実測 ・計測及び トレースをお願い し、玉稿を賜

り掲載 した。

8青 木下遺跡皿の発掘調査 における動機 と経緯、地理的環境、歴史的環境については青木下遺跡Hと 重複

するため割愛 した。

9航 空写真撮影及び一・部の遺物 ・遺構図化作業について、株式会社写真測図研究所に委託 した。

10遺 物の写真撮影については信毎書籍印刷、(有)大 川プロセスで行い、一部を助川が行った。

11本 書及び調査 に関する資料は、一・部を除き坂城町教育委員会の責任下において保管されている。

12発 掘調査は店舗建設部分のみ行い、駐車場等の造成地は立会い調査とした。店舗部分の縄文時代面につ

いては発掘調査期間が少なかったことや遺構保護上の面か ら発掘調査を行わず、保存という保護措置を執っ

た。 したがって、本調査によって報告された店舗部分の下面にも依然として縄文時代の包含層が埋蔵 され

ている。更に現在の駐車場等においては全 く記録保存のための発掘調査は実施 されていない。今後は当該

地 においても縄文時代～古代に係 る遺跡が埋蔵されていることから、今後新たな開発が行われる場合は必

ず適切な保護措置が執 られな くてはならない。

13土 器集積祉の遺構名については、現地調査時に順次命名 したわけであるが、本報告書内では整理段階で

の再検討を加えた結果、欠番になっているもの もある。 また、青木下遺跡皿の遺構名については、青木下

遺跡IIか らの通 し番号 とした。

14本 遺跡の遺物実測については、須恵器についてはでき得 る限り実測を行い、土師器については全資料中

から分類基準を基に抽出したものを掲載 した。その選別の方法は器種を推察できるものの中か ら、遺跡の

概要を窺い知れる器種を抽出した。

15本 調査や本書作成にあたって、多 くの方や機関か らご配意を得た。記 して感謝の意を表 したい。(敬称

略、五十音順)特 に長野県教育委員会(当 時市村勝巳指導主事、原明芳指導主事他)か らは発掘調査を早

期に終了させる目的で、遺物の取 り上げ方法等調査に際 し多々ご指導頂き、坂城町教育委員会ではそれに

基づいて調査を行 った。

青木一男、青木正洋、赤松 茂、飯島哲也、石野博信、泉森 咬、市川桂子、岩崎卓也、岩崎重子、上田



典男、宇賀神 誠司、臼田武正、内川 隆、尾見智志、風間栄一・、桐原 健、小林真寿、小林秀雄、小山

岳夫、小出義治、坂本和俊、櫻井秀雄、笹沢 浩、佐藤信之、篠原祐一、白沢勝彦、椙山林継、鈴木敏弘、

塚本敏夫、土屋 積、寺島孝典、冨沢一明、西山克己、橋本英将、服部敬史、林 幸彦、廣瀬昭弘、福田

健司、藤井章徳、藤沢平治、宮下健司、矢島宏雄、和根崎 剛、(財)長 野県埋蔵文化財センター、(社)

更埴地域 シルバー人材センター

凡 例

1

2

3

4

5

6

遺構の略号 は、下記のとお りである。

H→ 竪穴住居趾D→ 土坑趾F→ 掘立柱建物杜P→ ピット

Ut→ 土器集積趾(祭 祀遺;構)Pa→ 水田趾:

遺構名は時代別ではな く、発掘調査時においての命名順である。

挿図の縮尺は、下記を基本 としたが、挿図の中に異なるものもあり、各図ごとに縮尺を明記 した。

祭祀遺構 ・竪穴住居趾 ・掘立柱建物趾 ・土坑趾 ・溝状遺構 →1/80

カマ ド →1/40

遺構配置図 →1/400土 器 →1/4

挿図中におけるスクリー ントー ンは下記を示す。

遺構

遺構構築土 → 斜線 カマ ド → 網点(太)焼 土 →網点(細)

遺物

須恵器土器断面 → 網点 土師器黒色処理 → 網点 弥生赤色塗彩 → 網点(細)

遺物写真図版の縮尺は実測図とほぼ同様の縮尺で掲載 した。

遺物の挿図中での表記は、本書の掲載遺物について第1図1は1-1と し、表のみ掲載 した遺物は第1

表 のNo.1の 遺物 は表1No.1と 表記 した。遺物写真 において未実測 の ものにつ いては遺構i名を表記 した。

7土 層 の色調 は 『新版 標準土色帖」の表記 に基 づいて記載 した。

8土 器 の観察表 は本文の後 に掲載 し、法量 は口径 ・器 高 ・底径 の順 に記載 し、一 は不 明、()は 残存値、

〈 〉は推定値、 〈一〉は丸底等 のため計測で きない もの、()が な い場合 は完存値 を示 してい る。単

位 はcmで あ る。



9鉄,.の 部位名称 につ いては、㈱吉川弘文館発行 、橿原考古学研究所論集第8杉 山秀宏氏 の 「古墳 時代の

1/11に ついて」 の名称 を参考 と したため下 図 に示 した。
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第1章 発掘調査の経緯

第1節 発掘調査に至る動機と経緯

南条遺跡群は坂城町南条 に所在 し、=標高405m～413mを 測る千曲川によって形成された自然堤防から後背

湿地に立地す る遺跡である。平成元年度 に作成 された 『坂城町遺跡分布図」によると、東裏遺跡、御殿裏遺

跡、百々目利遺跡、中町遺跡、田町遺跡、廻 り目遺跡、塚田遺跡が所在 し、青木下遺跡は命名 されていない。

平成5年 度実施のAO1号 線道路改良事業に伴い、当遺跡より水田域を主 とす る遺構が発見 され、「東裏」に

隣接 している当該地の 「青木下」の字名をとって青木下遺跡 と命名 した。

今回、株式会社いせやコ._._ポレーションによる店舗建設が計画 され、東裏遺跡、青木下遺跡 に店舗及び駐

車場建設が予定 され、同遺跡の破壊が余儀な くされることにな り、株式会社いせやコーポレーションと坂城

町教育委員会生涯学習課 による保護協議の結果、遺跡の状況を確認するための試掘調査が行われた。試掘調

査の結果から多 くの土器を出土する区域 と集落趾及び水田趾が検出され、再度保護協議が実施 された。その

結果長野県教育委員会からの指導を受け、店舗建設部分にあたる青木下遺跡のみ記録保存を前提 とした発掘

調査を実施 した。調査は古墳時代の面までの調査 として、基礎が達 しない縄文時代の生活面の調査は実施せ

ず保存という措置を執 った。駐車場 となる東裏遺跡 については盛土保存する事 となり、立会い調査を実施す

ることとなった。発掘調査は株式会社いせやコーポレーションからの委託を受け、坂城町教育委員会が実施

した。 しか し、平成8年 度の発掘調査中に同店舗の建設計画が変更 されたことに伴い、店舗建設位置が北方

向に移動 したことを受け、平成9年 度再度発掘調査を実施 した。整理作業においては、株式会社いせやコー

ポレーションか ら数 ヶ年度にわた り実施 して欲 しいといった要望及び、当方の発掘調査計画 も過密な状況で

あったため、数年時にわたって整理作業を実施する方針であった。平成14年 度からは整理作業方針の決定の

ため、調査指導委員会を組織 し、報告書の基本方針等の検討を続け、報告書作成に努めた。

第1図 青 木 下遺 跡11位 置 図(1:25,000)
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第2節 調査の構成

発掘調査の体制

調査 指導

指 導委 員

現場担当者

整理担当者

調 査 員

協 力 者

森嶋 稔(千 曲川古代文化研究所主幹、 日本考古学協会員、平成8年6月16日 逝去)

塩入 秀敏(上 田女子短期大学教授、 日本考古学協会員、平成8年9月1日 ～、平成19年

3月18日 逝去)

飯島 哲也(長 野市教育委員会)、風間 栄一(長 野市教育委員会)、櫻井 秀雄(長 野県

埋蔵文化財センター)、塩入 秀敏(前 出)、冨沢 一・明(佐 久市教育委員会)、 西山 克

己(当 時長野県埋蔵文化財センター、平成14年 度のみ)

助川 朋広(坂 城町教育委員会学芸員)、小平 光一(坂 城町教育委員会学芸員)

助川 朋広(前 出)

齋藤 達也(坂 城町教育委員会学芸員)、 時信 武史(坂 城町教育委員会学芸員)

朝倉 妙子、天田 澄子、小林 啓子、坂巻 ケン子、塩野入 早'苗、春原 かずい、高

木 和子、田中 浩江、塚田 さゆり、中村 久子、萩野 れい子、宮尾 美代子(以 上、

町臨時職員)

青木 徳子、青山 園子、朝倉 今朝男、五十嵐 信男、石井 和美、池上 幾代、池上

武人、池田 てる子、池田 初栄、池田 義勝、伊藤 篤、上野 かず江、臼井 かね、

大柴 はつい、北沢 昭二、窪田 盛次、栗林 初恵、小島 光子、小林 澄枝、小林

靖彦、近藤 金子、齋藤 義治、沢崎 茂子、島谷 久、清水 よ志、鈴木 裕雄、諏訪

孝雄、滝沢 かつ子、滝沢 袈裟夫、滝沢 恒男、竹内 清江、竹内 今朝人、竹内 達、

竹鼻 茂、達家 みきえ、田中 勉、塚田 智子、塚田 典男、中島 功、中島 金子、中

島 千津子、中村 静枝、中村 容民、羽毛田 とし子、松本 よし子、丸橋 智子、三

井 重子、三橋 義人、宮沢 淑夫、宮下 かよ子、柳沢 勲夫、柳沢 良子、 山口 隆

央、山崎 文子、山田 武敏、山辺 久雄、山本 優(以 上、シルバー人材セ ンター派遣)

金井 豊、木戸 一臣、長尾 佑樹、前沢 良行、宮尾 裕之、山u公 一・(以上高校生)

事務局の構成

教 育 長

教 育 次 長

生涯学習課長

文化財係長

西沢 民雄(～ 平成9年6月30)

大橋 幸文(平 成9年7月1日 ～平成17年6月30日)

柳 澤 哲(平 成17年7月1日 ～)

宮原 健一・(平 成11年7月1日 ～平成13年3月31日 、生涯学習課長兼務)

塩 野入 猛(～ 平成9年3月31日)

赤 池 利博(平 成9年4月1日 ～平成11年6月30日)

塚 田 好一(平 成14年4月1日 ～、平成15年4月 ～文化財セ ンター所長兼務)

青 木 昌也(～ 平成9年3月31日)

池 田 美智康(平 成9年4月1日 ～平成12年3月31日)

池 田 弥惣(平 成12年4月1日 ～平成14年3月31日)

坂 口 ふみ江(平 成14年4月1日 ～平成15年3月31日 、文化財 セ ンター所長 兼務)
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助川 朋広(平 成15年4月1日 ～)

文 化 財 係 助川 朋広(～ 平成15年3月31日)

小平 光一(～ 平成9年 度)

齋藤 達也(平 成11年4月1日 ～平成16年 度)

宮入 正代(平 成17年4月1日 ～平成18年3月31日)

時信 武史(平 成18年4月1日 ～)

朝倉 妙子、天 田 澄子、小林 啓子、坂巻 ケ ン子、塩野入 早'苗、春原 かず い、関

貴子、瀬在 貴子、高木 和子、 田中 浩江、谷川 直和、千野 美樹、塚田 さゆ り、塚

田 千代、中沢 あつみ、 中村 久子、萩野 れ い子、宮尾 美代子(以 上、臨時職員)

第3節 調査 日誌

平成8年 度(青 木下遺跡II)発 掘調査

4月8日

4月10日

4月11日

4月19日

4月25日

4月27日

5月1日

5月2日

5月13日

5月17日

6月3日

6月7日

6月11日

6月21日

7月14日

7月18日

8月8日

9月2日

9月4日

9月6日

9月18日

9月19日

9月27日

10月1日

10月4日

本 日よ りバ ックホーに よる表土剥 ぎを1区 か ら開始 す る。

発掘機材 の搬入 を行 う。

調査 関係者及 び開発 関係者 にて発掘調査 の開始式 を行 う。遺構 の検 出作業 を実施す る。

1区 表土剥 ぎを一 時中止 し、2区 表土剥 ぎを開始す る。

土器 の集積趾(Ut2、Ut4、Ut6)が 検 出され る。

本 日を もって表土 剥 ぎを終了す る。

1区UT2検:出 作業、2区 水 田趾検 出作業 を実施す る。

調 査区内の基準 点測量 開始 す る。 引き続 き1区 集積趾 の検 出、2区 水 田趾の検 出を行 う。

Ut5がUt1の 下 の レベルか ら検 出され る。

Ut5の 圷内及 びその周辺か ら臼玉 が発見 され る。

Ut5の トレンチ調査 によ り環状 に土器 が配列 されてい る事 が判明す る。

現 段階で8基 の環状、 弧状 の土器集積趾 が検 出され る。

Ut7の 検出作業を実施す る。周辺 のブ ロック状 の土器集積趾検 出す る。

読 売新聞、 朝 日新 聞、信濃毎 日新 聞等 に掲載 され る。

そ の前後 日々研究者、一般 見 学者 の対応 に追 われ る。

現 地説明会 を開催 す る。約650名 来跡す る。

Ut7実 測を開始す る。各土 器集積趾 の精査及 び実測作業 を実施す る。

Ut5実 測終了。土器集積趾内の臼玉、鉄製 品の取 り上 げを行 う。

航空撮影 のた めの精査 開始 す る。

航空写真撮影 を行 う。

Ut3遺 物取 り上 げを開始す る。

本 日よ り長 野県教育委員会 の指導 によ りUt4遺 物取 り上 げ開始 す る。

Ut4、Ut6、U七13、Ut14、Ut15、Ut20、Ut28等 順次遺物取 り上 げ開始す る。

すべての土 器集積趾 の遺物取 り上 げ完了す る。

本 日よ りバ ックホー による掘 り下 げを開始 し、住居吐 の検 出を行 う。約10棟 住居 が検 出。

H4住 の先行 トレンチ調査 開始す る。
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10月7日

10月9日

10月29日

10月30日

11月11日

H1・2・3・5・8・11号 住先行 トレンチ調査 開始す る。

上記住居趾 ほか掘 り下 げを行 う。

航空写真撮 影のための精査を開始す る。

航空写真 撮影を行 う。本 日発掘調査 の終了式 を行 う。

本 日を持 って現 地での発掘調査 を終了す る。

平成9年 度(青 木下遺跡皿)発 掘調査

12月11日

12月15日

12月18日

12月22日

12月24日

12月25日

1月8日

2月6日

3月5日

整 理 作 業

開始式を行う。表土剥ぎを実施する。

表土剥ぎを終了する。

水田域の検出作業を開始する。

水田域の砂層除去を終了する。

基準点測量を実施する。

年内の作業を終了。溝の掘 り下げを実施する。

大雪により雪かきを実施。(1月22日 まで雪かき継続)

溝の掘 り下げを実施。写真撮影を実施する。

本 日をもって現地での調査を終了する。

平成14年 度 土器洗浄 ・注記作業、接合作業を実施する。報告書作成指導委員会を組織 し、以後ご指導

いただく。

平成15年 度 土器注記作業、接合作業、図面修正作業を実施する。

平成16年 度 土器 ・金属器実測作業、遺構図 トレース作業、土器分類作業を実施する。

平成17年 度 遺物の トレース作業、遺構の仮版組み、台帳整備を行 う。

平成18年 度 遺物の分類、遺物の仮版組み、台帳整備を行い、報告書の作成 となる。

第1【章 遺跡の立地と環境

第1節 地理的環境

坂城町は北信地方 と東信地方の接触点にあた り、善光寺平を構i成す る更埴地方の最南端に位置 し、県の東

部に源流を発 し、町の中央部を貫流する千曲川によって、右岸地域 と左岸地域とに分断されている。この千

曲川は坂城盆地 と呼ばれる沖積地を形成 し、この千曲川 に流れ込むいくつかの小河川がつ くりだ した扇状地

によって形づ くられている複合扇状地が発達 している点に坂城町の特徴がある。町の北から東 にかけては五

里 ヶ峰 ・大峰山 ・虚空蔵山をはじめとする標高1100～1300m前 後の山々が屏風のように連なり、千曲市 ・上

田市 との市町村界を形成 し、西は大林山、三 ッ頭山などの標高1000m前 後の山々が連続 し、千曲市 ・上田市

との市町村界 となっている。北は千曲川右岸の横吹きと左岸の自在山による岩壁がネックとな り、南では千

曲川右岸の岩鼻 と左岸の半過の岩鼻が狭隆な地形を形成 し、上田盆地と隔て られている。 このような地形か

ら、古来よ りこの地域は千曲川流域の要衝の地 として注 目されてきた。

この地域は南北に開けた小盆地状をな し、季節風の影響を受けやすいため、夏季は南風、冬季は北風が強

い。また、盆地状になっていることか ら寒暖の差が大きい。降水量は少な く、 日本で最 も雨量の少ない地域
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の一つ とされて いる。現在 では、 この気候 も関連 し、工業 が主要 な産業 とな ってお り、農業 で は、 りん ご ・

バ ラ ・ぶ どうの栽培が盛ん である。

第2節 歴史的環境

千曲川や小河川によって形成された自然堤防や扇状地には、い くつもの遺跡が存在 し、その遺跡の性格 も

多種多様である。ここでは、坂城町の各時期について代表的な遺跡を挙げながら、町の歴史的環境 について

触れておきたい。(括弧内の数字は7、8ペ ージの坂城町遺跡分布図における遺跡番号を示す。)

坂城町で最古の遺物は、約14,000～15,000年 前の後期旧石器時代の上ヶ屋型彫刻器 とされる石器である。

この石器は南条地区の保地遺跡(3-1)よ り採集されたものであるが、本出土品以外には坂城地区の込山

D遺 跡での槍先型尖頭器の出土がある。本遺物及び保地遺跡の採集遺物について も詳細が不明であるため、

今後の調査に委ねるところが多い。

縄文時代の遺跡では正直なところ発掘調査遺跡数が少な く、詳細 に欠 けるところが多いが、「坂城町誌』

では早期押形文系の土器や前期諸磯系の土器が坂城地区の和平A遺 跡や平沢遺跡か ら採集され、遺物が掲載

されている。また、平成12年 度に発掘調査が実施された坂城地区の込山C遺 跡(30-3)か らも押形文系の

土器片が少量出土 している。 この他に縄文時代前期 ・中期の土器 も出土 しているが、これ らは現在整理中で

ある。南条地区の塚田遺跡や東裏遺跡Hか ら縄文前期や中期の土器、石器が出土 している。後期 ・晩期では、

学史的にも有名な保地遺跡が挙げられ、保地遺跡は昭和40年 度 と平成11年 度に発掘調査が実施されている。

前者 は縄文時代後期後半か ら晩期後半までの土器 ・石器群 と、後期後半に属するとされる特殊儀礼的遺構の

出土が 『考古学雑誌」 に報告されている(関1966)。 後者については、縄文時代晩期に位置づ けられると

考え られる再葬墓が検出されており、中でも約19個 体分の人骨が埋葬された2号 墓趾が注目され、再葬のあ

り方とコラーゲン分析の結果から見 られた縄文人の食性についても課題を残 している。その他、坂城地区の

込山D遺 跡(30-4)か ら昭和初期に採集 された遮光器土偶の頭部がある。遺跡の立地を見 ると千曲川沖積

地と扇状地の扇央部付近、扇端部付近に立地 している。

弥生時代では、中期以前の調査例が少ないため状況は不明であるが、込山B遺 跡(未 報告)や 込山C遺 跡

H・ 皿、込山D遺 跡か ら当該期の遺物 ・遺構が検出されている。後期後半では、平成5年 度に南条地区の塚

田遺跡(1-7)で 発掘調査が実施され、この時期に属する竪穴住居吐36棟 をはじめとする遺構が検 出され、

土器、石器、土製品、及 び鉄製品(鉄 斧)が 出土 しているほか、中之条地区の宮上遺跡皿がある。 これらは

千曲川の自然堤防上 に立地する遺跡 と扇状地の扇央部に立地する遺跡である。

古墳時代では、前期古墳 は確認 されていないが、中期古墳には中之条地区の仮称東平1号 墳 ・2号 墳が挙

げられる(註1)。 これ らは、平成5年 度に(財)長 野県埋蔵文化財センターにより実施 された上信越 自動

車道建:設に伴 う発掘調査で、埴輪や土・器などの出土か ら、1号 墳は5世 紀第2四 半期後半、2号 墳は5世 紀

第2四 半期前半に位置づけられた(若 林1999)。 後期古;墳では、町内でもいくつかの古墳群の存在が知 ら

れているが、中でも代表的なものは村上地区の福沢古墳群小野沢支群に属する御厨社古墳である。内部施設

に千曲川水系最大の横穴式石室を持ち、室全長11.2mを 測 り、勾玉や切子玉、耳環などが出土 している。古

墳時代後期の集落は町内の南条地区や中之条地区において多 く検出されている。祭祀遺跡として、特に環状

に土器を配列された祭祀遺構が検出された南条地区の青木下遺跡H(1-8)が 注目される。

奈良時代 ・平安時代の遺跡では、中之条地区の中之条遺跡群(8)と その周辺遺跡に多 くの調査例があり、

この地域における奈良 ・平安時代の状況が徐々に解明されつつある。具体的には、寺浦遺跡(8-1)、 上
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町遺跡(8-2)、 東町遺跡(8-3)、 宮上遺跡(8-5)、 北川原遺跡(8-6)、:豊 饒堂遺跡(20)、 開

畝遺跡(21)で 調査が実施され、古墳時代後期後半～平安時代までの集落祉が判明している。また、平安時

代の生産遺跡として坂城地区の土井ノ入窯跡(32)が あり、昭和41年 発掘調査が実施 され、瓦の生産が行わ

れていたことが実証され、本遺跡で生産された瓦は、現在の坂城小学校がある場所 に8世 紀末～9世 紀頃に

存在 していたとされる込山廃寺(54)に 用いられたほか、上田市信濃国分寺 ・国分尼寺、千曲市正法廃寺の

補修用の差 し瓦として使用されていたことなどが判明 している。また、千曲川右岸及び左岸の後背湿地では、

仁和4年(888)に 起きたとされる千曲川大洪水の被害を受け、氾濫砂層 によって被覆 された状態で発見 さ

れた埋没水田趾が塚田遺跡(1-7)、 青木下遺跡(1-8)、 上五明条里水田趾(78)に て検出されている。

平安時代後期、寛治8年(嘉 保元)(1094)に 村上地区に配流 されてきた源盛清が後 に村上氏 として勢力

を持つようにな り、村上信貞、村上満信などの活躍や戦国時代での村上義清の活躍が挙げられる。義清の頃、

村上氏の館は現在の坂城地区の満泉寺一帯に所在 したとされ、その背後にそびえる葛尾山の山頂 には、義清

が使用 した葛尾城跡があるが城 自体は現存 していない。 この館跡及び山城をセットとして、村上氏城館跡 と

して長野県史跡に指定 されている。 このほか、中世の遺跡では坂城地区の北 日名経塚(40)及 び観音平経塚

(55)を 始めとす る経塚 と中之条地区の開畝製鉄遺跡(53)が ある。北 日名経塚は明治29年 に発見され、鋳

銅製経筒や青白磁輪花小皿、和鏡等の出土品が見 られたが、現在東京国立博物館に所管されている。観音平経

塚は昭和54年 と平成4年 に調査が行われたが、平成4年 の調査では、経塚の年代は14世紀第2四 半期 とされ、

その周辺の五輪塔群の造営時期は14世紀第2四 半期から16世紀前半頃に位置づけられている(若 林1999)。

開畝製鉄遺跡 は、昭和52・53年 に坂城町教育委員会によって学術調査が実施され、16世 紀頃の製鉄炉趾:2基

が確認されている。 この調査は県内初の製鉄遺跡の学術調査 として学史に位置づけられるものであった。

江戸時代に入ると、北国街道(80)の 制定により、坂木宿が宿駅として発展 した。元和8年(1622)に 現

在の坂城地区を主体とする坂木村、中之条地区を主体 とする中之条村は幕府の直轄地である天領とな り、重

要な場所として位置づけられた。代官所は最初、坂木(61)に 置かれたが、明和4年(1767)に 焼失 し、そ

の後、安永8年(1779)に は中之条 に代官所(67)が 置かれるようになった。北国街道 も当時の幹線道路 と

して賑わいを見せていたとされている。

以上、簡単ではあるが近世 までの坂城町の歴史を概略したわけであるが、青木下遺跡は、坂城町の南端、

南条地区の鼠宿に位置 し、千曲川によって形成 された自然堤防か ら後背湿地に位置 し、「ネズ ミ」の名の起

こりも中世の山城が所在するところから、不寝番が置かれたとされ、このことから派生 したものと考えられ

ている。以上により、青木下遺跡周辺は要衝の地であったことが推察される。

註1周 知の御堂川古墳群東平支群1号 墳 ・2号 墳とは異なる可能性があるため、報告書内において仮称東平1・2号 墳 とされている。

今後、正式な古墳名称の確定が必要である。
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図面番号 遺 跡 名 種 別 時 代 図面番号 遺 跡 名 種 別 時 代
1 南条遺跡群 集落趾1 弥生～平安 34 垣外窯跡 窯 跡 平安
一1 南条遺跡群 東裏遺跡 集落趾} 弥生～平安 35 平沢遺跡 散布地 縄文
一2 南条遺跡群 御殿裏遺跡(鼠 宿) 集落趾1 弥生～平安 36 和平遺跡群 集落趾、散布地 縄文～平安
一3 南条遺跡群 百 目々利遺跡 集落地 弥生～平安 一1 和平遺跡群 和平A遺跡 集落趾 縄文～平安
一4 南条遺跡群 中町遺跡(新地) 集落坊 弥生～平安 一2 和平遺跡群 和平B遺跡 散布地 弥生
一5 南条遺跡群 田町遺跡 集落趾1 弥生～平安 一3 和平遺跡群 和平C遺跡 散布地 平安
一6 南条遺跡群 廻り目遺跡 集落趾1 弥生～平安 37 金比羅山古墳 古 墳 古墳(後 期)
一7 南条遺跡群 塚田遺跡(田端) 集落酬 弥生～平安 38 村上氏館跡 城館跡 中世
一8 南条遺跡群 青木下遺跡 水田趾、祭祀跡 弥生～平安 39 馬の背遺跡 散布地 縄文

2 金井西遺跡群 集落趾} 縄文～平安 40 北日名経塚 経 塚 中世
一1 金井西遺跡群 金井遺跡 集落酬 縄文～平安 41 北日名塚穴古墳群 古 墳 古墳(後 期)
一2 金井西遺跡群 社宮神遺跡(金井西) 集落趾1「 縄文～平安 一1 北日名塚穴1号 墳 古 墳 古墳(後 期)
一3 金井西遺跡群 並木下遺跡 集落趾1 縄文～平安 一2 北日名塚穴2号墳 古 墳 古墳(後 期)

3 金井東遺跡群 集落趾1 縄文～平安 42 梅ノ木遺跡 散布地 縄文
一1 金井東遺跡群 保地遺跡 集落趾} 縄文～平安 43 栗田窯跡 窯 跡 奈良
一2 金井東遺跡群 山金井遺跡 集落趾1} 縄文～平安 44 葛尾城跡 城館跡 中世
一3 金井東遺跡群 大木久保遺跡(南条小学校敷地) 集落祉1 縄文～平安 45 出浦沢古墳群 古 墳 古墳(後 期)
一4 金井東遺跡群 酒玉遺跡 集落趾l

E
縄文～平安 一1 出浦沢古墳群 出甫支群1号 墳 古 墳 古墳(後 期)

4 栗ヶ谷古墳 古 墳 古墳 一2 出甫沢古墳群 出甫支群2号 墳 古 墳 古墳(後 期)

5 社宮神経塚 経 塚i 中世 一3 出甫沢古墳群 出甫支群3号 墳 古 墳 古墳(後 期)

6 町横尾遺跡 散布地i 縄文～平安
一4 出甫沢古墳群 出甫支群4号 墳 古 墳 古墳(後 期)

7 北畑古墳 古 墳 古墳(後 期)
一5 出甫沢古墳群 出甫支群5号 墳 古 墳 古墳(後 期)

8 中之条遺跡群 集落祉, 縄文～平安
一6 出甫沢古墳群 島支群1号墳 古 墳 古墳(後 期)

一1 中之条遺跡群 寺浦遺跡 集落趾1 縄文～平安
一7 出甫沢古墳群 島支群2号墳 古 墳 古墳(後 期)

一2 中之条遺跡群 上町遺跡 集落堀 弥生～平安 46 島遺跡 集落趾 弥生～平安
一3 中之条遺跡群 東町遺跡 集落趾 弥生～平安 47 福沢古墳群 古 墳 古墳(後 期)
一4 中之条遺跡群 北浦遺跡 集 落If 縄文～平安 一1 福沢古墳群 小野沢支群1号墳(御厨社古墳) 古 墳 古墳(後 期)
一5 中之条遺跡群 宮上遺跡 集落祉1 縄文～平安 一2 福沢古墳群 小野沢支群2号墳 古 墳 古墳(後 期)
一6 中之条遺跡群 北川原遺跡 集落趾 縄文～平安 一3 福沢古墳群 小野沢支群3号 墳(ヤ ックラ古墳) 古 墳 古墳(後 期)

9 南条塚穴古墳(塚穴古墳) 古 墳} 古墳(後 期) 一4 福沢古墳群 小野沢支群4号墳 古 墳 古墳(後 期)

10 谷川古墳群 古 墳 古墳(後 期) 48 小野沢遺跡 集落趾 弥生～平安
一1 谷川古墳群 入横尾支群 向田古墳 古 墳' 古墳(後 期) 49 福沢古墳群 越堂支群 古 墳 古墳(後 期)
一2 谷川古墳群 入横尾支群 刈塚古墳 古 墳1 古墳(後 期) 50 福泉寺裏古墳 古 墳 古墳(後 期)

11 入横尾遺跡 散布地 ・ 平安 51 狐落城跡 城館跡 中世
12 谷川古墳群 上原支群 古 墳 ・ 古墳(後 期) 52 三水城跡 城館跡 中世
13 前原墳墓群 墳 墓1 中世～近世 53 開畝製鉄遺跡 製鉄跡 中世
14 御堂川古墳群 山ロ支群 古 墳 古墳(後 期) 54 込山廃寺跡 寺院跡 平安
15 山崎遺跡 散布地1 縄文 55 観音平経塚 経 塚 中世
16 御堂川古墳群 山崎支群 古 墳 古墳(後 期) 56 栗田小鍛冶跡 製鉄跡 中世
17 御堂川古墳群 前山支群 古 墳1 古墳(後 期) 57 塩之原遺跡 集落趾 奈良～平安
一1 御堂川古墳群 前山1号墳 古 墳: 古墳(後 期) 58 南日名遺跡 集落趾 弥生～平安
一2 御堂川古墳群 前山2号墳 古 墳1 古墳(後 期) 59 葛尾城根小屋跡 城館跡 中世
一3 御堂川古墳群 前山3号墳 古 到 古墳(後 期) 60 姫城跡 城館跡 中世
一4 御堂川古墳群 前山4号墳 古 墳1 古墳(後 期) 61 坂木代官所跡 屋敷跡 近世
一5 御堂川古墳群 前山5号墳 古 墳{ 古墳(後 期) 62 田町遺跡群 散布地 古墳～平安
一6 御堂川古墳群 前山6号墳 古 劇 古墳(後 期) 63 御所沢墳墓群 墳 墓 中世
一7 御堂川古墳群 前山7号墳 古 劇 古墳(後 期) 64 雷平窯跡 窯 跡 平安
一8 御堂川古墳群 前山8号墳 古i 古墳(後 期) 65 中之条石切場跡 採掘跡 近世
_9 御堂川古墳群 前山9号墳 古 劇 古墳(後 期) 66 砥沢古墳 古 墳 古墳(後 期)
一10 御堂川古墳群 前山10号墳 古 劇 古墳(後 期) 67 中之条代官所跡 屋敷跡 近世
一11 御堂川古墳群 前山11号墳 古劃 古墳・(後期) 68 IUJC岨窯跡 窯 跡 平安
一12 御堂川古墳群 前山12号墳 古 墳} 古墳(後 期) 69 観音坂城跡 城館跡 中世
一13 御堂川古墳群 前山13号墳 古 劇 古墳(後 期) 70 南鯉の川遺跡(吉祥寺跡) 散布地寺院跡 奈良～中世
一14 御堂川古墳群 前山14号墳 古 墳1 古墳(後 期) 71 口留番所跡 屋敷跡 近世
18 御堂川古墳群 東平支群 二塚古墳 古 劇 古墳(後 期) 72 和合城跡 城館跡 中世
19 御堂川古墳群 山田支群 古 墳1 古墳(後 期) 73 高ツヤ城跡 城館跡 中世
20 豊饒堂遺跡(山 崎北遺跡) 集落珊 縄文～弥生 74 虚空蔵山城跡 城館跡 中世
21 開畝遺跡 集i 弥生～平安 75 地獄沢黄鉄鉱採掘跡 採掘跡 近世
22 人塚古墳 古 劇 古墳(後 期) 76 籠岩遺跡 散布地 平安
23 四ツ屋遺跡群 集落坦 縄文～平安 77 出浦城跡 城館跡 中世
24 戌久保遺跡 集落」剥 古墳～平安 78 上五明条里水田趾 水田趾 平安～近世

25 入田遺跡 散布地t 奈良～平安 79 出浦遺跡 集落趾 縄文～平安

26 塚内古墳(御所沢古墳) 古 墳 、: 古墳(後 期) 80 村上氏館跡 城館跡 中世

27 金比羅山遺跡 散布堀 縄文～平安 81 福沢氏居館跡 城館跡 中世

28 蓬平経塚 経 塚1 中世 82 小野沢窯跡 窯 跡 奈良～平安

29 岡の原窯跡 窯 跡1 平安 83 福沢古墳群 古 墳 古墳(後 期)

30 込山遺跡群 集落趾1 縄文～平安 一1 福沢古墳群 五狭支群1号墳 古 墳 古墳(後 期)
一1 込山遺跡群 込山A遺跡(水上)

孕

集落趾1 縄文～平安 一2 福沢古墳群 五狭支群2号墳 古 墳 古墳(後 期)
一2 込山遺跡群 込山B遺跡(社宮神) 上集 落趾

, 縄文～平安
一3 福沢古墳群 五狭支群3号墳 古 墳 古墳(後 期)

一3 込山遺跡群 込山C遺 跡(込 山) 集落趾} 縄文～平安 84 荒宿遺跡 集落趾 縄文～平安
一4 込山遺跡群 込山D遺跡(横町) 集落趾lI 縄文～平安 85 網掛原遺跡 集落趾 縄文～平安
一5 込山遺跡群 込山E遺 跡(立 町) 集落趾1 縄文～平安 86 祭祀跡 祭祀跡 平安

31 日名沢遺跡群 集落趾1 弥生～平安 87 島黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代
一1 日名沢遺跡群 日名沢遺跡 集落趾, 弥生～平安 88 島マンガン鉱採掘跡 採掘跡 近代
一2 日名沢遺跡群 丸山遺跡 集落趾1 弥生～平安 89 上平黄銅鉱採掘跡 採掘跡 近代

32 土井ノ入窯跡 窯 跡1 奈良～平安 90 横吹北国街道跡 街道跡 近世
33 平林遺跡

1

散布地1 縄文
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第皿章 調査の概要

第1節 調査の方法

本遺跡 の調査 で は、調査 区の遺構 ・遺物 の正確 な位 置 を記録 で き、 なお、将来 的に周 辺 に所在 す る遺跡 の

発掘調査での遺構 ・遺物 の調査 に も整合 できるよ うに、皿系 国家座標(測 量法改正以前 であ ったた め)の 座

標軸 を基 にグ リッ ドを組ん だ。

グ リッ ドにつ いては、先ず200m×200mの 大 グ リッ ドを設 け区画 を行 い、 その中を40m×40mに25等 分 し

た中グ リッ ドを設定(第3図)し 、北東端 よ り 「A・B・c…Y」 区とアル ファベ ッ トの大文字で命名 した。

G・H・1・L・M・N・Q・R・S区 が本調査 区内では中 グ リッ ドに相 当す る。 また、 その中 グ リッ ドを

4m×4mの 小 グ リッ ドで100区 画 に分割 し、南北列 を北 か ら算用数字 で 「1・2・3…10」 、東 西列を東 か

ら五十音順 で 「あ ・い ・う… こ」 と呼称 する こととした。 その中の北東交点 を 「あ1グ リッ ド」 というよう

に命名 し、調査 に係 るグ リッ ドは例 えば 「Rあ1グ リッ ド」 と呼称 し、遺物 の取 り上 げや遺構 図の作 成の基

準 とした。 また、発掘調査 にお ける遺構 の実測 は、基本 的に1/20を 基準 として簡易遣 り方実測、 コーデ ッ

クシステム、航空写真測量 による実測 を行 った。

第3図 青木下遺跡皿・皿発掘調査区及びグリッド設定図(12,500)
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第4図 青木下遺跡11・ 皿遺構配置図(中 心部分)(1:300)
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第2節 基本層序

第5図 青木下遺跡II・皿基本層序模式図

青木下遺跡II・ 皿の調査区内は調査直前 まで水田が営まれていた事によって、水田による堆積土が見 られ

た。調査区内では大きく分けて2通 りの土層の堆積状況が看取 された。(第5図 柱状図参照)

調査区1区 の中央及び西側では、現代の水田層 とその溶脱層である第H・ 皿層、その下には砂層の第V層

が堆積 していた。第V層 はa.b.c.d.eと 更に細分できたが、基本的には色調で細分 した結果であって、

千曲川による一過性の氾濫堆積砂層 と考えられる。本砂層は千曲川流域に普遍的に見 られる仁和4年(888)

の大洪水の際の砂層が上層に堆積 し、出土遺物から古墳時代後期以降の氾濫堆積砂層が下層に存在 している

ものと考えられるが、明確な時期的な細分が不可能であった。古墳時代の祭祀 に使用 された遺物 は第Vd層

中及び第Ve層 中から検出される事より、本土層は土器集積趾の覆土となる。第皿層 も土器集積趾の検出面

にあたるシル ト層で、地表から深 さ約80cm下 面である。住居吐等の遺構の掘 り込み面とも考えられるが、本

層中では検出は不可能であった。第皿層は古墳時代の住居趾の検出面で、にぶい黄褐色を呈する粘質土であ

る。第X層 は縄文時代の遺物を含む包含層であるが、今回の発掘調査では調査期間との関係、建設が本層序

にまで及ばないという名目で、長野県教育委員会の指導によって本層中の調査を実施 しなかった。

1区 の東側及び2区 においては、現代水田層の下に第皿層の水田層が検出され、その下には1区 中央及び

西側同様に第Va・Ve層 の千曲川の氾濫沈殿砂層下には水田趾が検出され、少量の出土遺物から平安時代の

水田趾 と考えられた。更 にその下面からも粘土層が検出され、時期は判明 しないが水田が営まれていた事が

判明している。
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第3節 検 出 され た遺 構 ・遺 物

青木下遺跡IIの 調査区内において検出された遺構 ・遺物は下記のとおりである。

遺構)

古墳時代前期?溝1条

古墳時代後期 竪穴住居趾12棟

土器集積趾(祭 祀遺構)21基

掘立柱建物趾4基

平安時代 水 田趾9区 画

畦畔13基

時期不明 土坑趾12基

ピット232基

特殊遺構7基

遺物)

縄文時代 土器、石器

弥生時代 土器

古墳時代 土器(土 師器、須恵器)、 石製模造品、金属製品(耳 環、鏡、鉄鎌、鉄鑛、刀子、直刀、

鉄製鋤先等)

青木下遺跡皿の調査区内において検出された遺構 ・遺物は下記のとお りである。

遺構)

古墳時代前期?溝4条(青 木下遺跡]1検 出同一遺 構1条)

古墳時代後期 掘立柱建物趾1棟

平安時代 水田趾3区 画

時期不明 土坑趾1基

ピット4基

遺物)

縄文時代 土器、石器

弥生時代 土器

古墳時代 土器(土 師器、須恵器)
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第IV章 青木下遺跡Hの 調査の結果

1区 土器集積趾空撮写真
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第1節 土器集積趾

本調査区内では21基の土器集積祉が検出された。土器集積趾は調査区の1区 の中央付近か ら南側 にかけて

検出され、集積の状況 もいくつかのタイプが看取される。本集積趾の所属時期は出土土器か ら6世 紀初頭～

7世 紀前半に位置づけられる。集積の平面形態 も弧状や環状をなす もの、小さなブロック状をなす ものなど

といった状況が見てとれる。このタイプ分けされた土器集積趾は、祭祀遺物 とされる石製模造品や手捏土器、

鉄製品等が集積された土器に伴 って出土することから祭祀遺構であると判断 した。

土器集積趾の出土位置及び平面形態については、出土遺物か らおよその傾向が看取された。調査区の中央

付近から西側には環状や弧状の形態をなす土器集積趾、その南側にはいくつかのブロック状の土器集積吐が

点在 していた。詳細は第VI章 に譲ることとし、以下にその各集積趾の状況を述べる。

Ut1号 土器集積肚 は1区 の中央付近のRう3、Rえ3・4・5、Rお3・4・5、Rか4・5グ リッド

にて検出され、Vd層 の砂層中からの出土で、その出土のあり方は、多 くの他の土器集積趾と異なり、砂層

の堆積土層中に混入 して多 くの遺物が集中して検出された。分布の範囲は不整形を呈 していた。 この不整形

な砂層中から出土 した集積趾をUt1号 土器集積趾とした。本集積趾は、後述す るUt5号 土器集積趾やUt

9号 土器集積趾よ り上位の土層中から検出されたことから、それらとの新旧関係が確認でき、Ut5号 土器

集積趾より新 しい時期に埋没 したものと考えられる。また、他の土器集積肚 と異なり出土遺物は完形遺物が

多いといった状況ではな く、破片や欠損の度合いの多い土器が出土 している。出土土器の多 くは土師器類が

多 く、須恵器では甕類や横瓶が多いといった傾向があり、出土遺物の中に高台付の須恵器圷形土器 など古墳

時代後期の所産ではな く、奈良時代 に所属すると思われるものの出土 も認められ、それ らの遺物が本趾の帰

属時期を示 していると思われる。土器の接合関係では、周辺の遺物だけが接合するといった状況ではな く、

少 し離れた地点か ら出土 した土器も接合するものが多い。

Ut2号 土器集積趾 は1区 中央やや北寄 りのRあ2・3、Rい2、Rう2・3グ リッドの皿層上面にて検

出され、形態的には弧状を呈 している。本集積趾が最北東端に検出された集積趾である。本集積趾の形態は

Ut1号 土器集積趾 と異なり、多 くの土器が不整形に分布 した状況ではなく、弧状に土器が配列 され、後 に

その土器が倒れたような状況で検出された。出土土器では、土師器が主体を占め、須恵器圷蓋、圷形土器、

iy、短頸壺などがあるが、量的に多 くはない。 しかしながら、須恵器が土師器類に混じってある程度の間隔

で置かれた状態 とも思われる出土状況である。本土器集積趾には重複関係はないものと思われる。接合関係

を見ると周辺だけではなく、少 し離れた地点での接合関係が認められる。

Ut3号 土器集積肚は1区 中央付近のRあ4、Rあ5、Rあ6、Rい4、Rい5、Mこ5・6グ リッドの

皿層上面にて検出され、中央部が比較的遺物量が少ない状況ではあるが、弧状を呈するものと思われる。本

土器集積趾は南西部に遺物の未検出の間戟帯を有するが本来は遺物が存在 していたか、あるいは弧状が向き

合 うような状況を想定 したい。遺物の出土状況は、Ut2号 土器集積趾同様 に皿層上面か ら検出され、配列

されたものが倒れた状況ではないかと思われる。出土土器には土師器の壺が多 く、圷や鉢などの出土がある。

須恵器は圷蓋、圷形土器、提瓶の3点 のみの出土である。

Ut4号 土器集積趾は1区 の中央南東側 のRあ6・7・8、Mく7、Mけ6・8・9、Mこ8・9グ リッ

ドの皿層上面にて検出され、本集積趾は今回の発掘調査にて検出された土器集積趾群の最東部にあたる。平

面形態は馬蹄形状を呈 し、南東部には多 くの土器が幾重にも集積 してお り、配置 された土器を纏めて廃棄 し

た結果できたのではないかと想定 した。もしかすると向かい合う弧状配列 されたものが、北側及び南側の両
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東端で土器が多 く集積 し、結果 として馬蹄形を呈 して見えただけで、本来は弧状を呈 していた可能性 も否定

できない。本土器集積趾からは、多 くの完形土器が見 られ土師器が大多数を占めるが、須恵器の圷蓋、圷形

土器、短頸壺、甕形土器、提瓶なども出土 している。土師器では圷形土器の出土が圧倒的に多 く、入子状を

呈 していたものも多かった。

Ut5号 土器集積趾は1区 中央西側のRう5・6、Rえ5・6・7、Rお5・6・7グ リッドの皿層上面

にて検出され、環状に土器が配列された状況であった。大半の土器が正位で出土 し、土師器の圷形土器がそ

の主体を占めていた。圷形土器は内面黒色処理されるものが多 くを占め、圷蓋 も逆位に置かれ圷として使用

されていたことがその出土状況から推察できた。中央やや北東側のV層 以下か ら須恵器の大甕の破片が集 中

して検出され、環状に遺物が検出された部分 と大甕が出土 した地点にレベル差が見 られ、大甕の出土地点が

レベル的に高いといった比高差が認められたが、中央部分がマウンド状に盛 り上っていたか、甕を据えるた

めに土によって固定 した結果 レベル差ができたのではないかと考えたい。但 し、本大甕は底部が非常に歪ん

でおり、土器の焼成前に歪んだものと思われる。 このことから実際に使用 した ものとしては疑問が残 り、仮

器 として使用 されたものと考えた方が良いように思われる。また、本土器集積趾は環状に隙間な く配列 され

ているのではな く、4箇 所の遺物が配列されない空間を有 し、弧状が4箇 所集合 して環状を形成 していると

いうことが見て取れる。弧状を形成する4箇 所の弧状の土器配列を見ると、土師器の圷形土器が多 くを占め、

その中に壺形土器、短頸壺、須恵器甕形土器等が数個含まれるというように土師器圷形土器と須恵器の壼類

等 によるセッ ト関係があるように見て取れる。更に多 くの臼玉が土器集積趾中から出土 し、土師器の圷形土

器の内面か らも臼玉の出土が認められた。土器以外では鉄製の鋤先の出土 も見 られた。Ut1・8号 土器集

積趾の下部、U七12号 土器集積趾の上部から検出されたことよ り、Ut1号 土器集積趾より古 く、Ut12号 土

器集積趾より新 しいことが判明し、土器の様相か らも本遺跡内での最終段階の祭祀行為が行われた結果と考

え られる。

Ut6号 土器集積趾 は1区 の中央北西部のRう1・2、Rえ1・2・3、Rお1・2・3、Rか1・2・

3グ リッドのW層 から検出され、本土器集積趾が祭祀域の最北端部に位置する。環状に近い形状を呈 し北側

に完形に近い土器が検出された。西側 と東側 とに分割することも可能で、西側に土師器の」不形土器が多 く、

東側 に土師器の壺形土器が多いといった傾向が看取される。土師器圷は内面黒色処理されるものとされない

ものが混在 している。東側の弧状部分の北西端及び西側弧状部分の南側に臼玉が集中して出土 した。

Ut7号 土器集積趾 は1区 集積趾の最南端のSお1、Sか1グ リッドの皿層上面か ら検出され、す ぐ東側

にはH1号 住居趾が位置 している。東側に平坦な川原石が多 く検出され、その西側に石製模造品の剣形品や

有孔円板、手捏土器 と共に土師器の圷形土器、高圷形土器などが出土 した。須恵器は少な く土師器が大部分

を占め、出土土器の様相から他の土器集積趾と比較 して古い様相を示 している。平面形態は不整形を呈 し土

器が配列 されたといった状況ではなく、纏め られた状態を呈 している。

Ut8号 土器集積趾 は1区 の中央西側のRお5・6・7、Rか5・6・7、Rき7グ リッドのV層 以下か

ら検 出され、U七5号 土器集積趾の上部に位置する不整形の土器集積趾である。遺物の検出状況か らは土器

が配列 された状況 とはいい難 く、なお多 くの土器が纏まっている状況ではな く、遺物量 も多いといった状況

ではない。本土器集積趾 はUt1号 土器集積趾の一部 とも考えられたが、Ut1号 土器集積肚 とは範囲が多少

離れていることより本土器集積肚名を命名 した。

Ut9号 土器集積趾 は1区 西側調査区の中央付近のRか4・5・6、Rき3・5グ リッドのW層 以下か ら

検出され、一部は調査区外に続いているものと思われるので、形態が弧状になるのか環状を呈するのか不明
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な状態 である。土器 は配列 され た状態 で出土 し、壺類 は正 位 に置かれ た もの と思われ、土師器 の壺形土器、

甕形土・器、圷形土器等 に加 え、須恵器 の圷形土器、 高圷形土 器等が 出土 して いる。

Ut10号 土器集積趾 は調査 区 の中央 付近のRい6、Rう4・5・6、Rえ4・5グ リッ ドのV層 以下 か ら

検 出 され、不整形 を呈 して いる。土器 が配列 された状 態で はな く、土 器が纏 ま って出土 した ことよ り、Ut

1号 土器集積趾:、Ut8号 土器集 積趾 同様 に遺構i名を命名 した。

Ut11号 土器集積趾 は1区 調査 区中央 南西側 のRい10、Rう6・7・8・9・10、Rえ6・7・8・9・

10、Rお7・8・9・10、Rか9・10、Rき10、Sお1、Sか1、Sき1グ リッ ドの皿層 中か ら出土 し、 そ

の出土 範囲 は広 範囲 に及 び平面形 状 は不整形を呈 す る土器 集積趾 で ある。本土器 集積趾 は土 器が多 く集 中す

るUt15号 土器集積趾、Ut17号 土器集積吐、Ut20号 土器集積趾、Ut28号 土器集積趾 を も含有 す る広い範 囲

の集積吐 とも考 え られ るが、敢 えてUt15号 土器集積吐、Ut17号 土器集積趾、Ut20号 土器集積趾、Ut28号

土器集積趾が纏 ま りを有す るた め、本土器集積趾か ら除外 した。本土器集積趾 中には川原石 が散在 し、土器

以外 に耳環が3個 出土 して いることが注意 されな くて はな らな い。

Ut12号 土器 集積趾 は1区 調査 区 中央付近 のRい4・5・6、Rう4・5、Rえ4・5・6グ リッ ドの田

層以下 に所在 し、Ut5号 土 器集積趾 の下部 よ り検 出され た環状 に近 い形態 を呈す る集積祉 で ある。遺物 の

状況 はUt5号 土器集積趾 の下部 では破片遺物 が多 く、重複 しない北東側 で は土器 が配列 されていた ものが、

倒 れた状況 での出土 と思われ る。

Ut13号 土器集積趾 は1区 調査 区 中央南側のRお8・9、Rか8・9グ リッ ドの皿層 にて検 出され、Ut11

号土器集積杜 の範 囲内に当たるが、多 くの土器が楕 円形で ブロ ック状 に集積 した状態 で検 出 されたため、遺

構名 を命名 した。 出土遺物で は土師器 が主体 を占め、手捏土器の 出土が多 く、 甑の出土 も認 め られてい る。

須恵器 では高圷形土器や腿が 出土 している。

Ut15号 土器 集積吐 は1区 調 査区 中央南東側のUt11号 土器集積趾 の範 囲内にて検 出され、Rお8・9、R

か8・9グ リッ ドの皿層 中か ら検 出され、多 くの土器が ブロ ック状 に纏 ま りを もっていた ことか ら、別遺構

として捉 えた結果、本遺構名 を命名 した。東西 に2つ の ブロ ックが並 び、西側 をA区 、東側 をB区 とした。

平面形態 は楕 円形 を呈す る。須恵器 では圷蓋、圷形土器 に加え高圷形土器、提瓶、横瓶 も出土 している。土

師器 では圷形土器、高圷形土器、腿、壺形土器、手捏土器、銅製 品な どの出土 がある。

Ut17号 土器集積趾 は1区 中央南側 のRい9、Rう8・9・10グ リッ ドの皿層 中か ら検 出され、 不整形 を

呈 して いる。Ut11号 土器集積祉 と範 囲が重複 す るが、 その範 囲内 にて集 中 した纏 ま りと判断 し、 別 に遺構

名 を命名 した。本土器集積趾 は3箇 所 に分 け られ、A区 、B区 、C区 と分 割 したが個 々の土器集積吐 と して

細分 す ることも可能 であ ったか もしれない。検 出位置 はH5号 住 居趾及 びH6号 住居趾 の北側 に所在 し、本

集 積趾 が土器集 積趾 の検 出最南端部 に当たる。 出土土器 には須恵器が非 常に少 な く腿 と提瓶が 出土 して いる

以外はすべて土 師器 であ る。土 師器 には圷形土器、壺形土器 、鉢 形土器、甕形土器な どが ある。

Ut20号 土器集積趾 は1区 中央南側 のRあ8・9、Rい9、Rう8・9、Rえ8・9、Mこ9グ リッ ドの

皿層 中か ら検 出され、東西 に長 く、不整形を呈 してい る。 本土器 集積趾 はUt4号 土器集積趾 の南側、Ut11

号 土器集 積趾 とUt17号 土器集 積趾 と分布範 囲が重複す る。

Ut21号 土器集積趾 は1区 中央西 よ りのRお3・4・5、Rか5グ リッ ドの皿層 中か ら検 出され、Ut5号

土器集積趾、Ut6号 土器集 積趾、Ut9号 土器集積趾 に挟 まれた状態で の検 出で あ った。Ut22号 土器集積

吐 とも重複 す る。平面形態 は不整形 を呈 し、土器の 出土状 況 も整然 と配列 された状況ではな く、須 恵器圷形

土器、甕 の他土師器では圷形土器 ・高圷形土器 ・壺形土器 な どが検 出 されている。
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Ut22号 土器集積趾は1区 中央西側のRか5・6、Rき5・6グ リッ ドのW層 中から不整形で検出され、

Ut9号 土器集積趾、Ut8号 土器集積趾、Ut21号 土器集積趾と分布範囲が重複 している。Ut8号 土器集積

趾の検出レベルより低 く、Ut9号 土器集積趾とほぼ同レベルである。すべてが完形土器ではないが、須恵

器圷蓋、高圷形土器、横瓶、土師器圷形土・器、高圷形土器、腿、壺形土器、手捏土器が出土 している。

Ut28号 土器集積趾 は1区 中央南側のRか1・2、Rき3グ リッ ドの皿層か ら出土 し、Ut11号 土器集積趾

と分布範囲が重複 しているが、礫を伴い小範囲に多 くの土器が集中していたことより別遺構 として敢えて命

名 した。出土遺物は須恵器圷蓋、腿、土師器では圷形土器、高圷形土器、毯、壺形土器、甕形土器、甑形土

器、手捏土器 も認められた。平面形態は楕円形を呈す る。

Ut29号 土器集積趾は1区 最北西端のRか1・2、Rき3グ リッド、Ut6号 土器集積吐の西側の皿層から

の出土で、調査区域外に伸びるため平面形態などは不明な部分が多い。遺物は土師器の圷形土器、甕形土器、

壺形土器、高圷形土器等が検出されている。

Ut30号 土器集積趾はRい6、Rう5・6、Rえ6グ リッドのW層 中から検出され、Ut5号 土器集積趾、

Ut10号 土器集積趾、Ut12号 土器集積趾 と重複する。Ut5号 土器集積吐 より古いことは判明 しているが、

他の遺構 との新旧関係は不明である。平面形態は弧状を呈するが、完形土器が配列されたといった状況では

な く、本土器集積吐出土遺物は破片土器が多いといったことが看取できる。

第2節 竪穴住居吐

本調査区内では古墳時代後期 に所属す る竪穴住居祉が合計11棟 検出されている。遺構の検出は皿層のにぶ

い黄褐色土 にて行 った。本調査区内に堆積するW層 は土器集積趾が検出される土層であるが、住居趾覆土 と

同様な色調を呈 し、本土層中から住居趾等が掘 り込まれたことは十分考えられるわけではあるが、先述 した

とお り皿層が住居趾覆土 と同様な色調を呈する堆積土であったため、遺構の検出を容易に行 うことができな

かった。また、発掘調査期間も先述 した祭祀遺構の検出によって大幅な遅れが出ており、早期 に調査を終了

させるといったことを余儀な くされていたため、住居趾検出面を下げ皿層 にて遺構の検出を行 った。

検出された竪穴住居趾は本調査区1区 の南東部に位置 し、土器集積を伴 う祭祀空間の南側、水田趾の東側

に所在する。言い換えると検出された住居趾は土器集積趾と水田趾 との重複関係は見受けられなかったとい

うことになる。

調査された住居趾を見てい くと、比較的重複関係が少な く、住居が使用 された時期 も古墳時代後期の範躊

に位置づけられることが出土土器から判明している。

H1号 住居趾はSか1・2、Sき1・2グ リッドにて検出され、住居趾の壁面の深さは27～36cmを 測る。

検 出されたカマ ドは東壁中央に位置する。 ピットは計6基 検出されたが、住居吐が西側の調査区域外に延び

るため詳細 は不明である。本住居趾より3点 の臼玉が出土 している。

H2号 住居趾はSお3・4、Sか3・4、Sき3・4グ リッドにて検出され、住居趾の深さは22～33cmを

測 る。検出されたカマ ドは住居趾の東壁中央付近に位置すると思われるが、住居趾が西及び南側の調査区域

外 に延びるため詳細は不明である。

H3号 住居趾はSえ3、Sお2・3グ リッドにて検出され、住居趾の深さは6～18cmを 測る。住居趾の主

軸方位はN-1120-Eを 指 し、カマ ドは東壁中央付近にて検出されている。住居吐の重複関係 はD3号 土坑

趾 に床面の一・部、M3号 溝状遺構に北壁を破壊 される。平面形態は隅丸長方形を呈するものと思われる。

H4号 住居趾はSい3・4、Sう3・4、Sえ3・4グ リッドにて検出され、H8号 住居趾に東壁が破壊
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されている。 また、南側 の調査 区域外 に延 びるため、住居吐 の全 容 は判明 していない。住居 趾の深 さは17～

20cmを 測 る。 出土遺物 の中に土製 の紡錘車 が出土 してい る。

H5号 住居趾 はSう1・2・3、Sえ1・2・3、Sお1・2グ リッ ドにて検 出 され、D6号 土坑趾 に北

壁 の一部、M3号 溝状遺構 に東西壁面 と床面 の一部 を破壊 されて いる。住居趾 の深 さは12～27cmを 測 る。 カ

マ ドは東壁 中央付近及 び南壁 中央付近 に検 出 され、南壁 のカマ ドの残存度が良 く、川原石 を袖構築材 として

使用 している。 当初 は東壁 にあ った ものが何 らかの理 由 によ り南 壁面 に移設 された もの と思 われ る。本住居

趾 の覆土 中か ら1点 の臼玉 の出土 が見 られた。

H6号 住居趾 はSい1・2、Sう1・2グ リッ ドにて検 出され、M3号 溝状遺構に南壁 を破壊 されてい る。

住居趾 の深 さは12～26cmを 測 る。 カマ ドは東壁 中央付近 と西壁 中央付近 に検 出 され、西壁 のカマ ドの残存度

が良い状態 であ った。 川原石 を袖構築材 に使用 す るカマ ドで、 当初東壁面 にあ った ものが、何 らか の理 由に

よ り西壁 に移設 された もの と思われ る。 出土遺物 に須 恵器 の魑 が ある。

H7号 住居趾 はSあ2・3、Sい2・3グ リッ ドにて検 出 され、住居趾北壁及 び南壁 の一部 をD2号 土坑

趾な どに破壊 されて いる。住居趾の深 さは11～19cmを 測 り、 カマ ドは東壁 中央付近 に検 出 され る小 型 の住居

趾で ある。

H8号 住 居趾 はSあ3・4、Sい3・4、Sう3・4グ リッ ドにて検 出 され、調査 区外 に東西壁 、南壁が

延 びるため詳細 は不明で あるが、隅丸 方形 を呈 す るもの と思われ る。本住居趾 はH4号 住居趾 とH9号 住居

趾 の2棟 を破壊 して いる。住居趾の深 さは14～25cmを 測 る。 カマ ドは住居趾東壁 中央付近 か ら検 出 され、 川

原石 を袖部構築材 と して使用 して いる。本住居趾 中央北寄 りに川 原石 が覆土 中か ら出土 している。 また、住

居趾 中央付近 に集 中 して 臼玉の 出土が あ り、本住居趾 内だ けで8個 の臼玉 が出土 して いる。住居趾 中央付近

に川原石の 出土 が見 られ ること、臼玉 の出土量 の多 さな どか ら、 本住居趾 の埋没過程 にて川原石及 び臼玉 が

投棄 され たこ とが考 え られ る。本住居趾の出土遺物 には須 恵器 の圷形土器 が2点 出土 して お り、底部 にヘ ラ

記号を有す るもの も1点 認 め られ る。土師器の出土量 も多 く、圷形土器、鉢形土器、甕形土器 の出土 があ り、

甕形土器 には長胴甕及 び胴部 に最大径を有す る胴部球形 の甕 な どバ ラエテ ィに富んで いる。多 くの臼玉 の出

土 か ら、本住居趾 は祭祀的 な色彩の濃 い住居趾 と考 え られ よう。

H9号 住居趾 は住居趾 の床面以下の検 出であ るが、Sあ3・4、Sい3、Nこ3グ リッ ドに所在す る もの

と思 われ る。南側 の調査 区域外 に住居趾が延び るが調査 が行 えなか ったため、詳細 は不明な点が多 いが、H

8号 住居趾 に破壊 されている。住居趾の深 さは10～14cmを 測 る。 カマ ドは住居趾東壁方 向 に円形 の焼土(火

床面)が 検 出されたため、東壁 に存在 した もの と思 われ る。

H10号 住居趾 はNけ4、Nこ3・4グ リッ ドにて検 出 され、H12号 住居趾を破壊 し、M4号 溝状 遺構 に東

壁 の一部 を破壊 され る。住居趾 は南の調査 区域外 に延 び るため詳細 は不 明で あるが、平面形態 は隅丸長方形

を呈す る もの と思 われる。住居趾の深 さは14～21cmを 測 る。 カマ ドは住居趾東壁面 中央付近南寄 りに位置す

ると思 われ、川原石 を構築材 と して使用 していた。遺物 には土 師器圷形土器、甕形土器以外 に滑石製 紡錘車

の出土 があ った。

H11号 住居趾 はNく3・4、Nけ3・4グ リッ ドにて検 出され、住居趾の深 さは13～35cmを 測 る。住居趾

の主軸方 位 はN-700-Eを 指 し、 東壁 中央付近 に川原石 を袖部及 び天井部構築 材 として使用 した カマ ドが

検 出 された。 カマ ドの残 りは非常 に良好で土 師器長胴甕160-10が カマ ドにか けられた状態で 出土 している。

また、住居趾 中央 やや西寄 りに炭化材が出土 し、住居趾 の構築 材 と見受 け られ る。本住居祉か らの出土遺物

はバ ラエテ ィに富み土 師器 の圷形土器、甕形土器、 甑形土器 な どの出土遺物が見 られ る。住居趾 の平面形態
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は隅丸長方形を呈 し、カマ ドに対する主軸に対 し長い住居趾である。

H12号 住居肚はNけ4、Nこ4グ リッドにて検出され、住居祉北壁をH10号 住居吐とM4号 溝状遺構に破

壊されている。本住居趾は北東隅の一部のみの検出で、東壁、西壁、南壁 は調査区域外に延びるため詳細は

不明である。住居趾の深さは6～50cmを 測 る。図化できる遺物は出土 していないため、詳細な時期は不明で

ある。
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第6図Ut1号 土器集積趾実測図



第7図Ut1号 土器集積吐出土土器実測図 〈1>
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第8図Ut1号 土器集積祉出土土器実測図 〈2>
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第9図Ut1号 土器集積吐出土土器実測図 〈3>
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第10図Ut1号 土器集積:吐出土土器実測図 〈4>
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第11図Ut1号 土器集積吐出土土器実測図 〈5>
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第12図Ut1号 土器集積」止出土土器実測図 〈6>
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第13図Ut1号 土器集積」止出土土器実測図 〈7>
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第14図Ut2号 土器集積趾実測図



第15図Ut2号 土器集積吐出土土器実測図 〈1>
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第16図Ut2号 土器集積吐出土土器実測図 〈2>
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第17図Ut2号 土器集積趾:出土土器実測図 〈3>
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第18図Ut2号 土器集積吐出土土器実測図 〈4>
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第19図Ut3号 土器集積趾実測図



第20図Ut3号 土器集積吐出土土器実測図 〈1>
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第21図Ut3号 土器集積吐出土土器実測図 〈2>
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第22図Ut3号 土器集積吐出土土器実測図 〈3>
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第23図Ut3号 土器集積吐出土土器実測図 〈4>
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第24図Ut4号 土器集積趾実測図



第25図Ut4号 土器集積吐出土土器実測図 〈1>
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第26図Ut4号 土器集積趾出土土器実測図 〈2>
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第27図Ut4号 土器集積趾:出土土器実測図 〈3>
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第28図Ut4号 土器集積祉出土土器実測図 〈4>
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第29図Ut4号 土器集積趾:出土土器実測図 〈5>
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第30図Ut4号 土器集積肚出土土器実測図 〈6>
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第31図Ut4号 土器集積吐出土土器実測図 〈7>
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第32図Ut5号 土器集積趾実測図



第33図Ut5号 土器集積祉出土土器実測図 〈1>
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第34図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈2>
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第35図Ut5号 土器集積趾:出土土器実測図 〈3>
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第36図Ut5号 土器集積肚出土土器実測図 〈4>
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第37図Ut5号 土器集積肚出土土器実測図 〈5>
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第38図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈6>
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第39図Ut5号 土器集積趾:出土土器実測図 〈7>
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第40図Ut5号 土器集積祉出土土器実測図 〈8>
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第41図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈9>
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第42図Ut5号 土器集積肚出土土器実測図 〈10>

一64一



第43図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈11>
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第44図Ut5号 土器集積吐出土土器実』測図 〈12>
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第45図Ut5号 土器集積」止出土土器実測図 〈13>
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第45図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈13>
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第46図Ut5号 土器集積祉出土土器実測図 〈14>
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第47図Ut5号 土器集積吐出土土器実測図 〈15>
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第48図Ut5号 土器集積:吐出土土器実測図 〈16>
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第49図Ut5号 土器集積f1E出土土器実測図 〈17>
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第50図Ut5号 土器集積祉出土土器実測図 〈18>
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第51図Ut6号 土器集積趾実測図



第52図Ut6号 土器集積趾出土土器実測図 〈1>
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第53図Ut6号 土器集積趾:出土土器実測図 〈2>
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第54図Ut6号 土器集積祉出土土器実測図 〈3>
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第55図Ut6号 土器集積趾出土土器実測図 〈4>
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第56図Ut6号 土器集積tit出土土器実測図 〈5>
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第57図Ut7号 土器集積趾実測図
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